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甲南第一自治振興会
　杣川の北部に位置する甲南第一学区は、丘陵地帯に大
規模な新興住宅団地が造成されたことから、新たな行政
区が誕生し、転入された世帯は学区総世帯数の約半数を
占めています。
　この地で生まれ育った人、他所から移り住んできた人
が融合し互いに理解・尊重し合い、心を合わせて共存し
ていくことが、この地域の未来を拓くことにつながるこ
とから、多様な価値観による新しいまちづくりの可能性
に大きな期待が寄せられています。

甲南第一自治振興会
中
なか

本
もと

　哲
てつ

義
よし

会長に聞きました

── �自治振興会設立に至った経過や
ご苦労されたことをお聞かせください

　甲南第一学区は、農商工業を中心とした昔ながらの区
から、新興住宅地に至るまで大小９つの区があります。
　当学区は従来から各区活動が盛んに行われていたの
で、新たに自治振興会という組織を立ち上げて何をすべ
きか、規模や活動の違いから共通認識をし設立するまで
に時間を要しました。
　また、出来るだけ早期に立ち上げて事業が行えるよう
全世帯を対象にアンケート（提案募集）を行った結果、
防犯・防災・環境美化など 848 件の意見が寄せられま
した。
　それらをもとに、設立準備会及び検討会を計 14回開
き協議を重ね、昨年 11月 26日に設立総会を開催し「甲
南第一自治振興会」をスタートさせることになりました。

── �すでに事業も実施されているということですが

　年度途中に設立したこともあり、23年度は、住民ア
ンケートで最も意見の多かった防犯面に特化した事業と
して、「あんしん部会」を中心に、「誰もが安全で安心し

て暮らせる第一学区」
をめざす最初の取り
組みとして、通学路
の安全点検など、連
帯意識を高めより良
い環境づくりをめざ
す地域ぐるみの活動として「にんにん 110番の家手旗」
と、活動時に被る帽子を製作しました。
　また、学区内 209 箇所の防犯灯をＬＥＤ照明に更新
を行いました。
　24年度からは、「ぬくもり部会」、「わがまち部会」を
新たに加え、「総務部会」を含めた４部会で、円滑な事
業が行えるよう、今後の方向性や取り組み内容について
現在検討を重ねているところです。
　地域間の高齢者交流サロン視察やクリーンアップ事
業、あいさつ運動、休耕田を活用した農業体験など、住
み慣れた地域で住民同士の絆を深め互いに協力し合い、
自らが創る文化と歴史に愛着と誇りの持てる地域をめざ
していきたいと思います

── �甲南第一自治振興会のＰＲをどうぞ

　当会のスローガン ―和と愛で創
つ

造
く

る杣川の郷
さと

―の
「和」とは、生い立ちの異なる９つの区が共に協調し、
地域の活性化と発展に取り組みながら、個々の意識を高
める活動を、また、「愛」とは、未来を受け継ぐ子ども
たちの安全と育成に取り組み、高齢者が健康で過ごせる
環境整備と、地域が安心できるまちとなるよう実践する
個々の心を育む活動を行っていきたいという思いが込め
られています。
　そのために、地域住民、各種団体の皆さんと共に同様
の基本的考えを持つ上で、自助・共助・公助の精神に繋
がる活動をし得るべき組織運営をしていきます。
　また、自治振興会は、学区に住むすべての皆さんが対
象ですので、自治会員外の方々にも事業に参画していた
だけるよう、積極的に呼びかけていきます。
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自治振興会は、市の提案 23地区全てで設立されています。
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